
薩摩川内市地域公共交通の

現状と取り組み

平成３０年２月２０日
薩摩川内市商工観光部交通貿易課
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１ 薩摩川内市の概要

２ 地域公共交通の現状

３ 地域公共交通網形成計画

４ 網計画策定後の取り組み



１ 薩摩川内市の概要／市全体

■新幹線さくら・つばめ

博多駅～川内駅 最速７１分

■ＪＲ（在来線）

川内駅～鹿児島中央駅 約50分

■肥薩おれんじ鉄道

川内駅～八代駅 約2時間30分

■自動車

薩摩川内市～鹿児島空港 約７0分

■飛行機

東京～鹿児島空港 約95分

大阪～鹿児島空港 約65分

① 位 置 薩摩半島の北西部

② 人 口 96,076人（H27国勢調査） ※ H22比 △3.5%

③ 面 積 682.92k㎡ ※ 県内1位、九州５位

④ 自然公園 国定公園（甑島）、県立公園（川内川流域、藺牟田池）

⑤ 特 徴 川内原子力発電所（1号機、2号機）の立地自治体
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・トンボロ、鹿島断崖など、変化に富
んだ自然景観を有し、平成27年3月国定
公園に指定

・キビナゴ、タカエビ、養殖マグロな
ど水産資源が豊富

建設中の藺牟田瀬戸架橋

こしきしまれっとう

１ 薩摩川内市の概要／甑島
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・中甑島と下甑島を結ぶ「藺牟田瀬戸
架橋」1,533mを建設中
※ 平成32年度中の完成予定

・平成27年4月から2年間、日本テレビ
「幸せ！ボンビーガール」柴田美咲さ
んの地域おこし協力隊としての甑島活
動企画を放映



（鉄道） 九州新幹線

ＪＲ九州鹿児島本線

肥薩おれんじ鉄道

（航路） 甑島商船

（民間路線バス） 鹿児島交通

南国交通

ＪＲ九州バス

（コミュニティバス、デマンド交通） １３系統
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２ 地域公共交通の現状／交通体系
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北部循環線②

祁答院デマンド

串木野新港線

川内港シャトルバス

高江・土川線

平佐東地区・
コミデマンド

市内横断シャトルバス②

くるくるバス

２ 地域公共交通の現状／コミバス等 本土

南部循環線②



■ 目的：交通空白地の解消

■ 概要：地区コミュニティ協議会（概ね小学校区単位）が運営主体

となり、タクシー会社とデマンド運行契約を行う。

会員は、自宅から最寄バス停間の乗車が可能。

■ 運行主体：平佐東地区コミュニティ協議会（以下、「コミ協」）

■ 運行事業者：地元タクシー事業者（コミ協と委託契約）

■ 運行日等：曜日、時間帯の制限なし

■ 予約：前日（９時～１５時）までにコミ協へ予約

■ 料金：１回２００円。コミ協からチケットを事前に買っておく。

■ 補助：市が必要経費の２分の１と事務手数料を補助する。

■ その他：平成２３年６月以降、平佐東地区コミュニティ協議会

のみ運行。
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２ 地域公共交通の現状／地区コミ・デマンド
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甑ふれあいバス

２ 地域公共交通の現状／コミバス 甑島

甑かのこゆりバス
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上甑地域コミュニティバス
【甑ふれあいバス】

下甑地域コミュニティバス
【甑かのこゆりバス】

川内港

串木野新港

高速船

フェリー

川内駅

川内港シャトルバス

串木野新港線

9

27ｋｍ（40分）
里港

鹿島港

長浜港

47ｋｍ（70分）

49ｋｍ（100分）

35ｋｍ（75分）

● 船舶の運航ルート・便数
高速船 川内港（母港） → 里港 → 長浜港 １日２便
フェリー 長浜港（母港） → 鹿島港 → 里港 → 串木野新港 １日２便

２ 地域公共交通の現状／本土～甑島



川内甑島航路の開設［１］

船 名 高速船甑島 高速船シーホーク

全長 ４５．７ ｍ ４８．５ ｍ
幅 ７．０ ｍ ８．２ ｍ

総トン数 １９７ トン ３０４ トン
定員 ２００ 名 ３０１ 名
船員 ４ 名 ５ 名

航海速力 ２６．７ ノット ２６．５ ノット

減揺装置
等

フィンスタビライザー
アンチピッチングフィン

トリムタブ
バウスラスター

フィンスタビライザー
アンチピッチングフィン

①ハード面の取組み
ア 高速船の建造（市、鉄道運輸機構、１，３６５百万円）

◆利便性・快適性の向上
回転椅子、テーブル、大きな窓、 デッキ、
木のぬくもり、デザイン、減揺装置

◆バリアフリー対策
車椅子スペース、多目的トイレ、スロープ、
多目的室、点字案内板、音声情報機能付
き運航情報モニター

◆効率化・省力化対策
小型船舶の建造、船員減、ＬＥＤ照明
太陽光発電 10



川内甑島航路の開設［２］

イ 港湾施設整備（県、市、１，１８０百万円）
○川内港ターミナル（市、２４２百万円）

構 造：木造平屋建て（一部越屋根）
延床面積：２９８.７７㎡
建築面積：４０８.５８㎡

○川内港（県、８０４百万円）
（浮桟橋）L=55.0m，W=10.0m（鋼コンクリートハイブリット）

（連絡橋）L=33.5m，W=3．0m（鋼製プレートガーター）

（泊 地）－3.0m

（航 路）－4.5ｍ

○里港・長浜港（県、１３４百万円）
（人道専用橋）L=20.3m，標準幅員2.0m

◆利便性・快適性の向上
回廊、売店・カフェ、木のぬくもり、デザイン

◆バリアフリー対策
多目的トイレ、スロープ、点字ブロック、
手摺り
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川内甑島航路の開設［３］

ウ 電気バスの導入（川内港シャトルバス）
○全 長：１１．０６５ｍ 全 幅：２．４９５ｍ
○全 高：３．４７５ｍ 床構造：ノンステップ
○定 員：乗車定員６８名（乗客席数 ２５席）
○充電方式：プラグイン方式
○電池容量：９３．２４ｋｗｈ
○最高時速：８５ｋｍ/ｈ
○１回充電時の走行可能距離：通常時８０ｋｍ
○急速充電器：一式
○運行区間：川内駅～川内港ターミナル
○運航便数：１日４往復
○運 賃：１５０円

◆利便性・快適性の向上
シャトルバスとコミュニティバスの２機能
１５０円バス、低騒音・低振動、低炭素、

◆バリアフリー対策
ノンステップ、車椅子スペース、スロープ

◆災害時に緊急電源車両として活用

インバーターを接続することで２ｋｗの電源と
なり、避難所での緊急電源車として活用可能
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名 称
平成２８年度

乗客数

1便あたり

平均乗車人数

市内横断シャトルバス ２５，０２８ ５．７

くるくるバス ８７，５４６ ９．６

北部循環バス ５１，０４８ １０．０

南部循環バス １９，７４９ ５．１

高江・土川線 ２２，０９０ ５．９

串木野新港線 ７，７６２ ５．３

川内港シャトルバス １７，２２４ ５．８

ゆうゆうバス １１，６８４ ２．２

入来地域デマンド交通 １，９１４ １．９

東郷地域デマンド交通 ５，３４４ ２．４

祁答院地域デマンド交通 １，１７２ １．９

甑ふれあいバス ２４，６８８ １．４

甑かのこゆりバス １８，７１５ １．３

計 ２９３，９６４ －

２ 地域公共交通の現状／コミバス利用者実績［１］
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２ 地域公共交通の現状／コミバス利用者実績［２］

年度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
（人） 160,221 179,955 234,049 287,420 279,226 273,538 296,433 343,407 353,902 373,897 320,164 293,964

★1 ★2 ★3,4,5 ★6,7 ★8 ★9,10

★1 林田バス撤退により、南部循環線、高江・土川線、串木野新港線を廃止代替バスとして運行開始（平成18年11月～）
★2 北部循環線の運行開始（平成19年11月～）
★3 入来地域デマンド交通の運行開始（平成22年7月～）
★4 ６５歳以上の免許返納者に対し運賃半額を開始（平成22年10月～）
★5 市内横断シャトルバスの運行開始（平成22年11月～）
★6 甑島地域の公営企業を廃止し、甑島地域コミュニティバスの運行開始（平成24年4月～）
★7 東郷地域デマンド交通の運行開始（平成25年1月～）
★8 川内港シャトルバスの運行開始（平成26年4月～）
★9 運賃を100円から150円に改定（平成27年4月～）
★10 祁答院地域デマンド交通の運行開始（平成27年7月～）
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１．利用者のニーズに対応した地域公共交通体系の確立

・ 効率的な接続、運行便数の確保

・ 交通空白地の存在

・ 観光客への配慮

２．各種交通機関の効率的な運行

・ 路線の重複

・ 利用の少ない路線

３．円滑な乗り継ぎと待ち合い環境の改善

・ 種類の異なる交通機関の乗り継ぎ

・ 乗り継ぎ拠点の待ち合い環境

４．地域公共交通利用環境の改善

・ 運行ダイヤの適正化

・ 情報提供

・ バス停等の環境整備

５．地域公共交通に関係するみんなが一体となった取り組み

・ 住民の意識醸成
15

課題

３ 地域公共交通網形成計画／課題



≪地域が目指す将来像≫

人・地域の発展を支える地域公共交通網の構築

≪地域公共交通が果たすべき役割≫
・ 地域住民の安全・安心な日常生活環境の構築

・ 多極ネットワーク型コンパクトシティの形成

・ 地域の賑わい・活発な交流促進による地域発展

≪基本方針≫
① 地域の実情に応じた持続可能な地域公共交通網の構築

② 多様な交通機関が有機的に連携した地域公共交通網の整備

③ まちづくりと連携した地域公共交通網の形成

④ 地域内外の交流を促進する地域公共交通網の形成

⑤ 地域公共交通の利用環境向上による利用促進

⑥ 連携・協働による新たな地域公共交通のシステムづくり 16

３ 地域公共交通網形成計画／将来像、基本方針

期間：平成２８年度～平成３２年度 （５年間）

地域将来像
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施策・事業

●地域公共交通の整備

1.地域公共交通の見直し・再編

2.交通空白地域の解消

3.デマンド交通の導入・利用促進

4.市有バスの計画的な更新

5.地区コミ・デマンドの普及・促進

●運行ダイヤの見直し

6.接続ダイヤの見直し

7.運行ダイヤの見直し

●乗降施設の充実・改善

8.乗り継ぎ拠点の整備

9.バス停標柱の集約

10.バス停名称・デザインの統一

11.バス停の維持管理

●情報提供の改善

12.乗り継ぎ拠点での情報提供の充実

13.ホームページなどによる情報提供

14.市全域の地域公共交通路線図の更新

15.観光客への情報発信の強化

●利用環境の改善

16.乗り継ぎ券制度の充実

●市民の地域公共交通に関する利用意識の醸成

17.運転免許自主返納制度の推進

18.市民との意見交換の実施

19.地域公共交通出前講座の実施

20.地域と連携した地域公共交通利用促進策の実施

21.モビリティマネジメントの啓発

22.地域公共交通だよりの発行

３ 地域公共交通網形成計画／施策・事業
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４ 網計画策定後の取り組み／再編ネットワーク案作成

■ 本土地域のコミュニティバス再編案（素案）の作成

網計画策定時の調査、民間路線バス乗降調査を集計・分析し、

運行系統・ダイヤ等の再編案（素案）を作成

■ 地域検討会

・地域代表者（公共交通利用者等）による地域検討会を開催

・本土部分を６地域に分け、各地域の再編案（素案）を協議

⇒ 地域公共交通活性化協議会で承認

⇒ 再編ネットワーク案決定
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４ 網計画策定後の取り組み／各系統の再編

■ 再編スケジュールに沿って、年次的に系統の再編を実施

薩摩川内市地域公共交通ネットワークの再編スケジュール 平成29年2月5日現在

区分 協議会 時期 区分 協議会 時期 区分 協議会 時期 区分 協議会 時期

市内横断シャトルバス ○ 実施 H29.8 H29.11 － － － － － － － － －

くるくるバス ○ 不可 H29.8 － － － － － － － － － －

北部循環線 ○ ○ 実施 H29.8 H29.11 － － － － － － － － －

南部循環線 ○ 〇 ○ － － － 実施 H30.6 H30.11 － － － － － －

高江・土川線 － － － － － － － － － － － －

串木野新港線 － － － － － － － － － － － －

川内港シャトルバス － － － － － － － － － － － －

ゆうゆうバス ○ － － － 準備 H30.12 － 実施 － H31中 － － －

入来地域デマンド交通 ○ ○ ○ 準備 H30.1 － 実施 － H30. 4 － － － － － －

東郷地域デマンド交通 ○ ○ 実施 H29.8 H29.11 － － － － － － － － －

祁答院地域デマンド交通 ○ － － － 実施 H30.6 H30.11 － － － － － －

甑ふれあいバス 未定 未定 未定 未定 未定 － － － 調査 － － 準備 － － 実施 未定 H32中

甑かのこゆりバス 未定 未定 未定 未定 未定 － － － 調査 － － 準備 － － 実施 未定 H32中

実施済み

H32系　統

見直し内容 見直し時期

ルート ダイヤ バス停 ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ
区域

運行

H31

平成28年度にダイヤを変更済

再編予定なし

再編予定なし

H29 H30
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４ 網計画策定後の取り組み／出前講座［１］

■ 出前講座

自治会、高齢者サロン等を訪問し、地域公共交通の実情をお話し

し、利用方法等の質問や公共交通全般へのご意見を伺う。

広報紙等によりＰＲ

自治会代表者の会議でＰＲ

高齢者サロン等の代表者

に直接電話でPR

レベル１：待ってみたが・・・

レベル２：代表者会議で！

レベル３：直談判！！！

わかったこと 果報は寝て待つな！

⇒ 申し込みゼロ

⇒ ２～３割の団体から申し込み

⇒ ７～８割の団体から申し込み
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４ 網計画策定後の取り組み／出前講座［２］

出前講座に合わせて、地域公共交通を利用した１日遠足を提案したところ、
平成２８年度以降、１０～２０名の団体による５組以上の利用があった。

⇓

■ 公共交通の利用促進

■ 買物・食事等による地域経済活性化

■ 参加者の健康増進

♪思わぬ効果も！
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４ 網計画策定後の取り組み／地域公共交通だより［１］

■ 内容：路線変更、ダイヤ変更、各地域の取り組み、お得情報

など、地域公共交通に関する身近な情報を発信

■ 発行時期：年４回（４，７，１０，１月）

■ 仕様：Ａ４、両面刷り、カラー、１０００部

■ 配布先：公共施設、医療機関、商業施設、金融機関、温泉施設

※ 市ホームページ（「トップページ」－「暮らす」－「のり

もの情報」－「薩摩川内市地域公共交通だより」）に掲載

■ 作成、印刷：市担当者が原稿を作成し、業者が印刷

■ 特徴：地域に密着した公共交通関連の記事を多く掲載

■ 苦労する点：予算を抑え、担当者が記事作成しており、マンネ

リ化を懸念している。
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４ 網計画策定後の取り組み／地域公共交通だより［２］

（おもて） （うら）
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４ 網計画策定後の取り組み／バス教室［１］

■ 小学生を対象としたバス教室を開催

モビリティマネジメントの一環として、小学生を対象に、バスの乗降

方法・乗車マナー等について、座学・乗車体験を行った。



１ 甑島地域の地域公共交通ネットワーク再編調査事業

平成３２年度中の藺牟田瀬戸架橋完成後の地域公共交通ネットワ

ークについて、現在の公共交通の状況把握を行い、公共施設の統

廃合等も考慮し、地域公共交通の運行体制のあり方も含めた抜本

的な対応策を検討・提案する。

２ コミュニティバス１日フリー乗車券の発行

コミュニティバス（デマンド交通含む）１日乗り放題のフリー乗

車券を発行する。系統の異なるコミュニティバスも乗り継ぎ可能

とすることで観光客等を含む多くの層に興味を持っていただく。

３ コミュニティバス無料乗車デー

バスの日（９月２０日）の近くに開催されるイベントに合わせ、

コミュニティバスに無料で乗車できる日を設け、普段コミュニテ

ィバスを利用しない方にも利用を呼び掛け、利用促進を図る。
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４ 網計画策定後の取り組み／平成３０年度の予定


